
ヤマネ

動物分野 A班
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説明の流れ
1, ヤマネとは
2，ヤマネとは②
3，ありたい状態
4，現状
5，解決策
6，結果
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氷河期を乗
り越えた

ヤマネとは
誕生 世界最古約5000万年前ヒマラヤ山脈誕生と同時期！

体重約18ｇ 夜行性

準絶滅危惧種 国の天然記念物

最高寿命 約9年

特徴
盲腸がない！

花 葉の裏にいるアブラムシ
を食べる
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ヤマネとは②
ヤマネは冬眠をする！

期間 ６か月（10月半ば～4月半ば）

１ 体温を下げてエネルギー節約

２ 丸くなって寝る

３ 長い尻尾は弱い体を守るため
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ありたい状態

・ヤマネをきっかけに隠岐を
知ってもらう

・また隠岐に来てもらえるよ
うにする
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現状

ヤマネの数は減少（ある地域では絶滅）
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・小動物だから問題が起こっても気づきにくい！

一番の原因！

人間の活動による森林減少！

人間の活動
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どうしよう．．．

そういえば！
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発見！

自分たちもSNSを利用しよう！
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メリット デメリット

・気軽に誰でも見ることができる

・島外にも伝えることができる

・目にとめてもらえるのかわ
からない

SNS

・多くの情報を載せることができ
る

・費用がかかる

・伝える範囲に限りがある

パ
ン
フ

・インパクトがある ・目にとめてもらえるかわか
らない

・伝える範囲に限りがある
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LINE

30%

ツイッター

23%

FACE

BOOK 

21%

インスタ

19%

利用してない

5%

Tik Tok

2%

教員

24人
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Ｑ1 普段どのようなＳＮＳを利用しているか



LINE

22%

ツイッター

20%

FACE BOOK 

1%

インスタ

37%

利用してない

1%

Tik Tok

9%

youtube

8%

その他

2%

生徒
159人
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Q2 なぜそのSNSを利用しているか

１ コミュニケーションのため

２ 情報取得のため

３ 情報発信のため

４ 芸能人の投稿チェック

５ 暇つぶしのため

教員 生徒
70％ 62％

58％ 69％

8％ 12％

12％ 49％

20％ 69％
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例
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・隠岐のヤマネとほかの地域のヤマネとの具体的な違い
・隠岐のヤマネの存在を知ったきっかけ
・研究しているヤマネの発信方法
・隠岐のヤマネについて新たな情報はあるのか
・ＳＮＳで伝えるという方法についてどう思うか
・湊先生から見た隠岐はどのような場所なのか

湊先生に質問した内容
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質問して分かったこと

・下準備が足りない
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→ヤマネについてSNSを使って発信するには
もっと深く知る必要がある



・ヤマネが絶滅したらいけない理由をそもそも
知らない

・なぜヤマネを守る活動があるのか理由を知らない

新しく見えてきた課題
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必要なこと

ヤマネが生態系にどのような影響を及ぼすのか
をまず自分たちが知る
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生物の絶滅が及ぼす影響

•我々は身の回りの自然の恵みを受けて生活
している。それが生きものが絶滅したため
にその恵みを受けられなくなってしまう場
合がある。

•なぜ,生きものを絶滅から守らなければなら
ないのか? (bunmori.tokushima.jp)
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https://museum.bunmori.tokushima.jp/ogawa/rdb/sukuu.htm


• 本種の生息場所である自然林や里山の落葉広葉樹林を保全するととも
に、里山の動物として環境教育の素材として扱うことも重要であると
思われる。巣箱をよく利用するので巣箱調査で生息を確認することな
どに留意。

• ヤマネ｜京都府レッドデータブック2015 (pref.kyoto.jp)

• 樹洞が形成されるような針葉樹、落葉広葉樹の古木は可能な限り保全
することが望ましい。また、巣箱などをねぐらとすることも知られて
おり、適切な巣箱の設置も生息環境創成に有効である。

• ヤマネ - 岐阜県公式ホームページ（環境企画課） (gifu.lg.jp)
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https://www.pref.kyoto.jp/kankyo/rdb/bio/db/man0016.html
https://www.pref.gifu.lg.jp/page/4366.html


この様な事から．．．

ヤマネを守るために、森林を守る

↓

ヤマネを守ることは、森林(環境)を守っ
ていることになる
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私たちに出来ること

•ヤマネの保護活動をきっかけに
色々な保護活動を知ってもらう

•みんなに生物を守る活動を知っ
てもらい、環境を守ることの意
識を高めてもらう
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保護活動

・二ホンヤマネ保護研究グループ

・公益財団法人 キープ協会
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https://livedoor.blogimg.jp/sivuchsan/imgs/8/7/879010bd.jpg 3ページ目

https://horti.jp/16333 ３ページ目

https://mainichi.jp/articles/20200120/k00/00m/040/029000c ４ページ目
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https://mainichi.jp/articles/20200120/k00/00m/040/029000c


二年間の活動を通して
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